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一一一-10月の実弾射撃一一一

実施場所=池田射撃場
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14日-17日一21日-22日

24日-26日 29日
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体育の日 は、国民の

ひと りひと りがス ポー

ヅに親しみ、健康な心

身をつ ちかつて明るい

社会をつ くることをね

らいとしています。

む天高 くすみ、いまが

一年中でいちばんよい

季節、まさに市民こ ぞ

ってのスポーツの秋で

す。 おたがい各人の健

康や体力にふさわしい

運動に親しみ、 家族ぐ

るみの健康の保持増進

をはかり ましょ う。

写真く玖島中の

運動会にて>

、。

〆句、

、.
、ー-M守

を

と

じ

て

下

さ

L 、
、J

@ 

一一大村まつり一一11月2目-3日

大村神社
2日たるみこし 富松神社~西沢前合流~自衛隊~帰路

2日大村民踊祭 午後6時30分~午後9時市民会舘前広場

3日県下民謡民芸大会 午後1時30分から市民会舘

3日仮装カ ーニパル 午前10時竹松駅出発~本町~市役所 ~駅前

10/30--11/4植木盆栽展示即売会 駅前教育委員会跡
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(2) 

り会八市二長
決 に .日長のの十
定お開選任 任二
し い 催 挙 期 l期月
ま で の の 満 が 九
し、 選日 了満百 M ・

たつ挙程に了を -1Jt 
。ぎ管 がとしも亘
の理、もまつ手干
と委十なすて日
お 員 月 う が 市

吃

月

7
日

こ
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
る
市

長
選
挙
は
、
公
選
第
七
回
目

の
選
挙
に
な
り
ま
す
。

マ
選
挙
期
日
の
告
示
日

十
一
月
二
十
六
日

マ
立
候
補
届
出
の
期
限

十
一
月
二
十
九
日

が
も
し
届
か
な

い
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
社
会
課

各
出
張
所
ま
た

は
遺
族
会
で
お
受
取
り
く
だ

さ
い
。

弘』

マ
と
き
十
月
二
十
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

マ
と
こ
ろ

県
忠
霊
塔

明
治
百
年
記
念
文
化
財
展
示
会
の
開
催

教
育
委
員
会
で
は
、
大
村

史
談
会
、
大
村
市
連
合
婦
人

会、

ふ
る
さ
と
会
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
明
治
百
年
を
記

念
し
て
、
市
内
の
有
形
文
化

財
の
ほ
か
に
、
現
在
の
生
活

の
中
か
ら
姿
を
消
し
ま
た
は

消
そ
う
と
し
て
い
る
民
俗
資

マ
選
挙
期
日
(
投
票
日
)

十
二
月
七
日

口

口

口

口

選
挙
運
動
が
で
き
る
期
間

ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
、

選
挙
運
動
が
で
き
る
期
間
は

選
挙
期
日
の
公
(
告
)
示
の

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

で
、
立
候
補
の
届
出
手
続
き

が
終
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
選

挙
運
動
が
で
き
な
い

こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

料
、
美
術
工
芸
品
そ
の
他
郷

土
史
に
関
係
の
あ
る
諸
種
の

資
料
を
集
収
し
、
つ
、
ぎ
の
と

お
り

「
明
治
百
年
記
念
文
化

財
展
示
会
」

を
開
催
し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ま
が
た
の

多
数
の
ご
参
観
を
お
持
ち
し

て
お
り
ま
す
。

マ
期
間
十
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
五
日

間
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で

マ
場
所
中
央
公
民
舘
三
階

(
旧
玖
島
中
・
大
村
校
舎
跡
)

計
量
器
の
事
前
調
査

商
取
引
や
証
明
等
に
使
用

;) 
ι 

10月1目-12月31日一一赤い羽根共同募金運動一一一

赤い羽根をνシポノレとした共同募金が、ことしも10月 1日を

期して開始されまじた。 公やけの社会福祉の仕事は、国や県

市町村の税金でま かなわれますが、民間社会福祉事業には寄附

金が必要です。この

民間社会福祉事業を

もりたて社会福祉の

募金を一年に一度一

つの窓口を通してお

こなうのが赤い羽根

共同募金です。

大村市でも各町総代

の方を通じて、みな

|さんのあたたかい善意をおねがいしており ます。

施設で:幸うすい日々を送っている人たちのために、また大村

市の福祉を向上させるために、この運動を正しく理解していた

だきご協力をおねがいします。

写真<空輸された厚生大臣および社会福祉法人中央共

同募金会々長のメッセージをうけ赤い羽根をつける収

入役> 大村空港にて

くあたたかい善意を>

な
お
、
調
査
票
が
届
か
な

い
方
は
、
直
接
商
工
観
光
課

へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

成
人
講
座
の
開
設

青
年
お
よ
び
成
人

マ
対
象

者
マ
科
目
内
容
レ
ク
リ
エ

ν
ヨ
シ
(
フ
ォ
ー
ク
ダ
シ

民

踊

ゲ

I
ム

ス、何 t

個
別
圏
一
闘
闘
卸
園
田
園
冨
掴
翻
闘
副

F

i

/

会
レ
『
h
F
ゼ

秋
の
殉
国
者
慰
霊
祭

秋
季
殉
国
者
慰
霊
祭
が
つ

ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
わ
れ
ま

す。

参
列
さ
れ
る
遺
族
の
方

の
遺
族
章
は
、
地
区
遺
族
世

話
人
を
通
じ
て
配
布
じ
ま
す

す
る
計
量
器
は
、
毎
年
一
回

検
査
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
十
一
月
四

日
か
ら
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
が
、
そ
の
事
前
調
査
を

十
月
中
旬
に
行
な
い
ま
す
。

計
量
器
を
持
っ
て
い
る
方
に

は
調
査
票
を
配
付
し
ま
す
の

で
、
記
入
の
う
え
商
工
観
光

課
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

.-

ジ
ツ
ク
)

マ
会
場
中
央
公
民
舘
第
五

集
会
室
(
旧
玖
島
中
大
村

校
舎
跡

)

マ
期
間

-十
月
二
十
四
日
か

ら
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日

午
後
七

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

マ

マ
育で 申
課に込
へ教み
申育
込委十
む 員月
こ会十
と社九
。会日

教ま

¥1 
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交
通
事
故
の
巡
回
相
談

交
通
事
故
の
巡
回
相
談
を

つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す

の
で
、
事
故
で
お
こ
ま
り
の

人
は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

マ
日
時
十
月
十
六
日

午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
マ
場

所

市

役

所
大
会
議
室

マ
相
談
料

無
料

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

行
政
相
談
を
う
け
ま
す

十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の

一
週
間
、
全
国
的
に

行
政
相
談
週
間
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
園
、
県
、
市
町
村
芯

ど
役
所
の
仕
事
で
お
困
り
の

人
、
苦
情
の
あ
る
人
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
行
政
相
談
を
う

け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。

ム
十
月
十
四
日

市

役
所
市

民
相
談
室

マ
十
月
十
六
日

松
原
出
張

所
マ
十
月
十
八
日

福
重
出
張

所時
間
は
い
づ
れ
も
午
後

一

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

マ
行
政
相
談
員

山
口
秋
博
竹
松
郷
三
七

二
の
二

口

口

口

造
林
用
苗
木
お
よ
び
肥
料
の
申

込
み
を

口

口

口

大村 市 政 だよ

昭
和
四
十
三
年
度
造
林
用

苗
木
(
雪
害
に
よ
る
改
植
を

ふ
く
む
)
お
よ
び
肥
料
の
申

込
み
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付

け
ま
す
の
で
、
造
林
計
画
を

さ
れ
る
方
は
、
お
忘
れ
な
く

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
み
の
と
き
の
注
意

①
苗
木
一
本
に
つ
き
二
円、

(3) 

肥
料

一
俵
に
つ
き
二
0
0

円
お
よ
び
印
か
ん
を
持
参

の
こ
と
。

②
造
林
地
番
字
お
よ
び
面
積

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
の
早
害
の
影

響
で
古
木
の
不
足
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

成
人
病
の
検
診

郵
政
省
で
は
簡
易
保
険
事

業
の

一
環
と
し
て
成
人
病
検

診
を

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

簡
易
保
険
加
入
者
ば

か
り
で
な
く
、
一

般
市
民
も

遠
慮
な
く
受
診
し
て
く
だ
さ

、νマ
検
査
日
時

十
月
十
五
日

九
時
i
十
六
時
|
鈴
田
出

張
所

十

月
十
六
日
九
時

l
十
六
時
|
松
原
公
民
舘

マ
検
診
料

無
料

マ
検
査
項
目

検

尿

検

便

血
圧
測
定
レ
ジ
ト
ゲ
シ

検
査

そ
の
他
健
康
相
談

一
般9.00-11.00 

13.00-15.00 

9.00-11.00 

9.00-1l.00 

13.00-15.00 i 

間時同 PJT I

l松原出張所

|福重出張所

l-所鈴田出張所

三浦出張所

日

、、
〆

マ

そ

の

他

①
便
は、

検
査

前
日
に
、

親
指
大
ぐ
ら

い
を
、
マ

ッ
チ
箱
に
と

り
白
紙
に
く
る
ん
で
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
の

う
え
持
参
く
だ
さ

い。

②
受
診
者
数
が

一
日

に
五

十
名
か
ら
六
十
名
以
上

の
場
合
は
受
付
を
締
切

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い。

国
庫
債
券
担
保

生
業
資
金
の
貸
付

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
交
付
金
国
庫
債
券
(
十

年
分
割
払
十
万
円
)
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
生
業
資
金
の
借
入

申
請
を
受
付
け
ま
す
の
で
社

会
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

マ
条
件
生
業
資
金
を
必
要

と
す
る
か
た
。

マ
貸
付
額

六

万
四
千
円

マ
受
付

十
月
末
日
ま
で

松
く
い
虫
被
害
立
木
の

駆
除
は
早
自
に

松
立
木
の
所
有
者
で
、
松

く
い
虫
に
よ
る
被
害
立
木
の

伐
倒
駆
除
を
し
て
い
な
い
人

一._._._-_.一'-'-'j

自の愛護デー

近視がふえました

あまり目をいぢめないよ うに

10月10日

は、

早
自
に
駆
除
処
理
を
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
o-

な
お
、
駆
除
を
お
こ
な
つ

農
耕
作
業
用
軽
自
動
車

の
所
有
者
は
申
告
を

農
耕
作
業
用
軽
自
動
車
(

テ
イ
ラ
ー
な
ど
に
リ
ヤ
カ
ー

を
け
ん
引
し
た
も
の
)
の
所

有
者
は
申
請
書
を
提
出
し
標

識
の
交
付
を
う
け
な
け
れ
ば

た
者
に
つ
い
て
は
報
償
金
が

あ
り
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ

と
は
農
林
水
産
課

へ
お
た
づ

ね
く
だ
さ
い
。

な
り
ま
せ
ん
が
、
実
態
調
査

の
結
果
ま
だ
申
告
を
し
て
い

な
い
人
が
あ
η
ま
し
た
の
で

こ
れ
に
該
当
す
る
人
は
、
課

税
課
に
申
告
書
を
提
出
し
標

識
の
交
付
を
う
け
て
く
だ
さ

、
。
、ν



(4) 

川
中

1
秋
の
交
通
安
全
運
動

三
交
通
安
全
は
人
と
車
が
つ
く
る

W
一
交
通
安
全
は
人
と
車
が
つ

く
る
も
の
で
す
。
歩
行
者

も
運
転
者
も
、
市
民
こ
ぞ
っ
て

つ
ぎ
の

こ
と
に
心
が
け
、

交
通
事
故
の
防
止
に
協
力
し
ま
し
ょ
行

。

大村市政だよ

マ
歩
行
者
の
心
得

①
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

遠
廻
り

で
も
必
ら
ず
横
断

歩
道
を
波
り
ま
し
ょ
う
。

②
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は

も
う
一
度
左
右
を
よ
く
た

ふ

簡

一一
鉢
一
一新

川
一

程

17
4

宿
、
日及
川町一
三
憂
…川一橋間山
間一…一体

…一一一

ル
在
留
邦
人
(
五
人

)が
初

国
体
の
歴
史

め
て
参
加
し
て
盛
ん
な
拍
子

そ
の

.五

を

あ

び

ま

し

た

。

(

天
皇
杯

第
十
三
回
大
会
(
昭
お
年
)
皇
后
杯

東

京
都

)

ブ
ラ
ジ
ル
在
留
邦
人
が
第
十
四
回
大
会
(
開
討
年

)

初

参

加

東

海

道

三

県

旗

手

だ

け

富
山
県
で
お
こ
な
わ
れ
ま
入
場

し
た
が
、
国
体
地
方
も
ち
ま

東
京
都
で
お
こ
な
わ
れ
ま

わ
り
の
原
則
に
た
っ
た
モ
デ
し
た
が
、
こ
の
年
の
五
月
待

ル
国
体
と
し
て
、
既
在
の
施

望
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

設
、
と
く
に
学
校
施
設
を
十
決
定
し
、

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ

分
活
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

熱
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た

た
。
こ
の
大
会
で
は
、
宿
舎
こ
の
大
会
で
は
、
伊
勢
湾
台

の
事
情
か
ら
は
じ
め
て
民
泊
風
の
被
害
を
う
け
た
愛
知、

・が
実
施
さ
れ
、
ま
た
プ
ラ
ジ
岐
車
、
三
重
の

三
県
は
旗
手

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和43年10月10日

し
が
め
車
が
と
ま
っ
て
か

ら
急
い

で
渡
り
ま
し
ょ
う

③
ど
ん
な
に
急
い
で
い
'る
と

き
で
も
い
き
な
り
道
路
に

飛
び
出
す
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
、フ。

④
車
が
と
お
る
道
路
で
は
絶

対
に
子
供
を
遊
ば
せ
ま
た

は
遊
ば
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

⑬ 

だ
け
が
入
場
行
進
に
参
加
し

ス
タ
ッ
ド
の
観
衆
か
ら
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ

て
万
雷

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

(
天
皇
杯
、
皇
后
杯
、
東
京

都

)

第
十
五
回
大
会
(
昭
何
年
)

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
め
ざ

し
て

こ
の
国
体
は
ロ

l
マ
オ
リ

シ
ビ

ッ
ク
大
会
の
直
後
に
開

か
れ
、
東
京
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク

を
め
ざ
し
た
選
手
強
化
が
つ

よ
く
叫
ば
れ
た
年
で
し
た
。

開
催
県
熊
本
は
、
他
県
に
さ

き
が
け
て
選
手
の
強
化
に
力

を
入
れ
、
天
皇
杯
二
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
回

⑤
小
さ
い
子
供
の
一
人
歩
き

は
危
険
で
す
必
ら
ず
右
手

で
し

っ
か
り
引
い
て
歩
き

寺出

1
ν
ト
で
つ
。

マ
運
転
者
の
心
得

①
酒
飲
み
運
転
は
や
め
ま
し

ょ
う。

②
わ
き
見
運
転
い
ね
む
り
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
む
り
な
追
越
し
ス

ピ
ー
ド

以
上
国
体
出
場
選
手
を
開
会

式
で
表
彰
し
ま
し
た。

(
天

皇
杯
、
皇
后
杯
、
東
京
都

)

写
真

八

マ
ス
ゲ
ー

ム
V

の
出
し
す
ぎ
は
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

④
車
に
乗
る
前
に
は
必
ら
ず

車
の
点
検
を
い
た
し
ま
し

ト
でつ。

⑤
ダ
シ
プ
ヵ
ー
や
貨
物
自
動

車
は
荷
物
の
積
み
す
ぎ
や

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が

な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

⑥
自
転
車
は
活
路
の
左
端
を

一
列
に
正
し
く
安
全
に
乗

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
，
っ。

寄
附
、
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

〔
教
育
委
員
会
に
寄
贈
〕

市
内
乾
馬
場
郷
六
六
O
番
地

田
崎
常
知
氏
か
ら
故
妻
文
枝

様
の
忌
明
に
つ

い
て
市
社
会

教
育
振
興
の
た
め
に
茶
道
具

一
式
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〔
市
立
病
院
に
カ
ラ

l
テ

レ
ビ
寄
贈
〕

福
岡
市
東
芝
放
射
線
株
式

会
社
福
岡
支
庖

〔
国
体
募
金
寄
附
〕

大
村
市
農
協
青
壮
年
部

-

V

動
脈
硬
化

…

一

や

高

血

圧

の

一

一

方

に
は
、
く
一

一

だ
も
の
、
野
一

一

菜
は
欠
か
せ
一

一

ま

せ

ん

。
こ

一

一

れ

ら

は

、
血
一

一
管
や
細
胞
の
老
化
を
ふ
せ
一

一
ぐ
大
切
な
ホ
の

で
す
。

一

一V
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
栄
養

一

一
の
高
い
食
品

で
、
こ
ど
も
一

一
は
も
ち
ろ
ん
、
お
と
な
も
↑

一
大
好
き
な
お
か
し

で
す
。

一

一
と
く
に
ご
婦
人
は
お
こ
の
一

一
み

の
よ
う
で
す
が
、
ふ
と

↑

一
っ
た
人
や
糖
尿
病
の
方
は

一

一
が
ま
ん
し
な
け
れ
ば
な
り

一

~
l
i
H
ん
。

池
田
の
堤
池
干
し

魚
取
大
会

マ

と

き

日

月

初

日

日

曜

午
前
日
時
決
行
予
定

マ
料
金
大
タ
プ
(
打
か
ぶ

せ
)
三
百
円

普
通
タ
プ

二
百
円
ち
り
か
き
(
小

物
漁
具

)
百
円

な
お
、
今
後
八
0
ミ
リ
以

上
の
降
雨
の
と
き
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

_ #  


